
鶴
岡
市
議
会

月
定
例

12

会
は
、

月

日
開
会
し

11

29

ま
し
た
。

市
民
の
請
願
提
出
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

陳
情
は
１
件
で
す
。

「
庄
内
交
通
湯
野
浜
線
・

車
両
モ
ハ
３
の
保
存
」
に

関
す
る
陳
情
で
、
旧
善
宝

寺
鉄
道
記
念
館
に
唯
一
保

存
し
て
い
る
車
両
を
修
繕

し
、
後
世
に
歴
史
を
伝
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

内
容
で
す
。

議
員
提
出
の
意
見
書
案

は
４
件
で
、
日
本
共
産
党

市
議
団
が
草
島
進
一
議
員

と
提
出
し
ま
し
た
。

①
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
義
務
化
に
つ
な
が

る
『
健
康
保
険
証
の
原
則

廃
止
』
と
『
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用

等
に
係
る
シ
ス
テ
ム
導
入

義
務
化
』
の
撤
回
を
求
め

る
意
見
書
案
」
は
、
カ
ー

ド
の
取
得
は
任
意
で
あ

り
、
取
得
強
制
に
つ
な
が

る
「
健
康
保
険
証
の
原
則

廃
止
」
の
撤
回
を
求
め
て

い
ま
す
。

②
「
介
護
保
健
制
度
の
改

善
を
求
め
る
意
見
書
案
」

は
、
利
用
料
の
引
き
上
げ

や
要
介
護
１
、
２
の
保
険

は
ず
し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

有
料
化
、
福
祉
用
具
の
貸

与
か
ら
購
入
へ
の
変
更
な

ど
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。

③
「

歳
ま
で
の
医
療
費

18

無
料
化
を
求
め
る
意
見
書

案
」
は
、
制
度
の
早
期
創

設
と
、
自
治
体
へ
の
減
額

措
置
（
ペ
ナ
ル
テ
ィ
）
の

完
全
廃
止
を
求
め
て
い
ま

す
。

④
「
物
価
高
騰
に
見
合
う

年
金
額
引
き
上
げ
を
求
め

る
意
見
書
案
」
は
、
年
金

が
６
月
支
給
分
か
ら
０
・

４
％
削
減
さ
れ
、
年
金
改

定
ル
ー
ル
を
見
直
し
、
物

価
上
昇
率
に
基
づ
い
て
、

増
額
改
定
を
求
め
て
い
ま

す
。
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用
者
中
の
庄
内
在
住
者
は
、
①
２
・
９

％
、
②
同
０
％
）。

庄
内
４
市
町
で
構
成
す
る
庄
内
開
発

協
議
会
か
ら
も
、
発
達
障
害
者
支
援
の

取
り
組
み
の
強
化
な
ど
の
た
め
に
、
県

立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
と
連
携
す

る
「
庄
内
小
児
精
神
福
祉
医
療
セ
ン
タ

ー
」
（
仮
称
）
を
設
置
す
る
こ
と
が
、

か
ね
て
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
設
置
を
め
ざ
し
つ
つ
、
庄

内
で
の
「
出
前
相
談
」
、
研
修
会
、
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
を
直
ち
に

実
施
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

（
県
議

関

徹
）

庄
内
地
域

議
員
協
議
会

が

日
行
わ

18
れ
、
庄
内
の

発
達
障
害
者

と
引
き
こ
も
り
の
方
の
支
援
の
強
化
に

つ
い
て
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

県
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
核
施
設
と

し
て
、
①
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
（
上
山
市
）
と
、
②
県
ひ
き
こ
も
り

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
だ
ち
」
（
山

形
市
）
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
庄

内
の
人
に
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
（
令
和
３
年
度
相
談
支
援
利

の
継
承
。

の
３
点
を
あ
げ
て
い
ま

す
。景

観
計
画
で
は
、
大
規

模
建
築
物
の
景
観
に
関
す

る
制
限
で
、

①
建
築
物
で
、
高
さ

ｍ
13

を
超
え
る
も
の
、
ま
た
は

建
築
面
積
５
０
０
㎡
を
超

え
る
も
の
、

②
工
作
物
で
高
さ

ｍ
を

15

超
え
る
も
の

③
太
陽
光
発
電
関
連
施
設

に
つ
い
て
は
、
パ
ネ
ル
面

積
の
合
計
が
５
０
０
㎡
を

超
え
る
も
の
に
対
し
て
、

届
出
対
象
行
為
と
し
て
い

ま
す
。

委
員
か
ら
は
、
「
風
力

発
電
が
抱
え
て
い
る
課
題

が
工
作
物
に
入
っ
て
い
る

の
か
。

風
力
発
電
は
制
限
と
ル

ー
ル
を
特
出
し
し
た
ほ
う

が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

工
作
物
に
は
高
さ
の
制

限
と
届
け
し
か
記
載
が
な

い
」
と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

事
務
局
は
、「
県
で
は
、

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
設
置

に
は
住
民
合
意
、
市
で
は

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
正
し

た
。景

観
計
画
で
は
位
置
付

け
て
い
な
い
が
、
運
用
で

規
制
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

景
観
計
画
に
特
出
し
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。し

か
し
、
「
課
題
と
し

て
う
た
っ
て
お
き
な
が

ら
、
何
も
記
載
が
な
い
の

は
違
和
感
が
あ
る
。

市
と
し
て
、
考
え
を
明

示
さ
れ
た
ら
い
い
。

県
と
市
の
考
え
を
全
面

に
出
さ
な
い
と
市
民
か
ら

も
誤
解
を
受
け
る
」
と
再

度
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。答

弁
で
は
、
「
手
続
き

の
明
示
に
つ
い
て
も
記
載

し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

別
の
委
員
か
ら
は
、「
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
重
要
な

課
題
だ
が
、
風
力
発
電
は

日
本
で
事
業
起
こ
し
て
も

う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う

人
も
い
る
。

景
観
を
阻
害
す
る
の
は

間
違
い
な
い
」
と
い
っ
た

意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
第
２
回
鶴

岡
市
景
観
審
議
会
が
、
11

月

日
に
開
か
れ
、
鶴
岡

18
市
景
観
計
画
の
改
定
に
つ

い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

景
観
ま
ち
づ
く
り
の
課

題
と
し
て
、

（
ア
）
大
規
模
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
と

景
観
の
調
和
。

大
規
模
な
太
陽
光
発
電

や
風
力
発
電
施
設
等
は
、

景
観
保
全
と
の
兼
合
い
を

予
め
考
え
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
。

（
イ
）
手
向
地
区
と
松
ケ

岡
地
区
に
お
け
る
歴
史
的

文
化
景
観
の
保
全
。

（
ウ
）
鶴
岡
ら
し
さ
を
表

す
、
通
り
や
内
川
の
眺
め

総
会
に
先
立
ち
、
布
川

事
件
元
被
告
で
、
え
ん
罪

か
ら
無
罪
を
勝
ち
取
っ
た

桜
井
昌
司
さ
ん
の
闘
い
の

記
録
を
上
映
し
ま
す
。

日
本
国
民
救
援
会
鶴
岡

支
部
は

日(

土)

午
後
１

10

時

分
か
ら
、
第

回
定

30

40

期
総
会
を
市
勤
労
者
会
館

で
開
き
ま
す
。



日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
４
人
に
対
す
る
市
議

会
政
治
倫
理
審
査
会
の

「
違
反
す
る
行
為
は
存
す

る
」
と
の
結
論
が

日
届

22

け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
菅

原
一
浩
議
長
に
対
し
29

日
、
「
弁
明
書
」
を
提
出

し
ま
し
た
。

弁
明
書
の
要
旨
は
次
の

通
り
で
す
。

条
例
を
逸
脱

①
「
条
例
」
は
、
議
員

個
人
の
行
為
を
対
象
と

し
、
会
派
の
活
動
を
対
象

と
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、条
例
の
逸
脱
で
あ
る
。

事
務
局
の
助
言

②
「
月
額
４
万
円
の
基

本
料
金
が
按
分
さ
れ
て
い

な
い
」、
「
国
会
議
員
、
県

議
会
議
員
の
名
前
・
連
絡

先
の
記
載
が
按
分
さ
れ
て

い
な
い
」
の
２
点
の
指
摘

は
、
５
月
に
設
置
さ
れ
た

政
務
活
動
費
検
討
会
議
の

場
で
、
初
め
て
指
摘
さ
れ

た
。こ

れ
ま
で
手
引
き
に
沿

っ
て
、
会
派
の
自
主
的
な

判
断
が
尊
重
さ
れ
、
監
査

の
指
摘
や
市
民
か
ら
疑
問

の
声
は
一
度
も
な
く
、
歴

代
議
長
が
判
を
押
し
て
き

た
。

「
新
つ
る
お
か
」
は
、

業
者
の
編
集
委
託
料
請
求

額
と
印
刷
費
に
区
分
け

し
、
按
分
を
印
刷
費
の
み

と
し
た
の
は
、
議
会
事
務

局
の
助
言
に
基
づ
く
。

指
摘
を
受
け
按
分

③
会
派
で
は
、
今
回
の

指
摘
を
受
け
、
広
報
費
全

体
を
按
分
す
べ
き
と
判
断

し
、
９
月

日
に
議
長
に

27

報
告
し
た
。

「
名
前
・
連
絡
先
」
は
、

市
民
の
生
活
相
談
、
市
政

要
求
を
実
現
す
る
上
で
活

用
さ
れ
て
き
た
が
、
誤
解

を
生
ま
な
い
よ
う
５
月
22

日
号
か
ら
削
除
し
た
。

④
こ
の
間
の
検
討
は
、

他
市
議
会
で
の
事
例
や
、

政
務
活
動
費
返
還
請
求
の

事
例
、
党
中
央
と
の
相
談

な
ど
に
時
間
を
要
し
た
も

の
。⑤

審
査
会
で
は
、
「
４

か
月
以
上
も
放
置
し
た
こ

と
は
不
誠
実
」
、「
現
在
は

削
除
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
問
題
が
あ
っ
た
こ
と

を
自
ら
認
め
て
お
り
、
手

引
き
に
沿
わ
な
い
行
為
で

あ
る
」
と
の
意
見
だ
が
、

「
逆
さ
ま
の
論
理
」
で
、

「
逆
は
必
ず
し
も
真
な
ら

ず
」
で
あ
る
。

政
党
活
動
の
重
要
性

⑥
手
引
き
は
、
広
報
費

の
使
途
基
準
で
、
「
留
意

点
等
」
と
し
て
「
政
党
活

動
」
、「
支
出
で
き
な
い
経

費
の
主
な
例
」と
し
て
「
政

党
又
は
後
援
会
が
発
行
す

る
広
報
費
、
Ｐ
Ｒ
広
報
の

発
行
・
配
布
に
要
す
る
経

費
」
と
な
っ
て
お
り
、
審

査
の
指
摘
は
該
当
し
な

い
。２

０
１
２
（
平
成

）
24

年
の
法
改
正
で
、
「
政
務

調
査
費
」
か
ら
「
政
務
活

動
費
」
に
な
り
、
政
党
活

動
の
重
要
性
を
法
律
が
認

め
た
と
解
さ
れ
て
い
る
。

⑦
２
月
の
新
政
ク
ラ
ブ

の
５
議
員
が
、
政
務
活
動

費
ガ
ソ
リ
ン
代
の
私
的
流

用
で
政
倫
審
違
反
が
認
定

さ
れ
、
謝
罪
や
役
職
辞
任

を
「
さ
せ
ら
れ
た
」
こ
と

へ
の
「
報
復
」
と
受
け
止

め
ざ
る
を
得
な
い
。

審
査
請
求
で
４
人
の
名

前
が
数
回
も
報
道
さ
れ
、

議
員
の
名
誉
感
情
を
侵
害

し
、精
神
的
苦
痛
を
与
え
、

「
名
誉
毀
損
」
と
な
る
。

政
倫
審
の
「
報
復
」
を

動
機
に
、
他
会
派
の
「
あ

ら
探
し
」
を
し
、
無
理
矢

理
「
政
倫
審
」
に
か
け
る

と
い
う
手
法
は
、
倫
理
に

反
す
る
。

議
会
の
対
立
を
あ
お

り
、
市
民
の
議
会
不
信
を

増
幅
さ
せ
た
責
任
は
大
き

い
。

新
た
な
使
途
基
準

⑧
今
後
は
、
広
報
費
の

使
途
基
準
に
お
け
る
政
党

・
選
挙
活
動
の
原
則
記
載

を
認
め
な
い
基
準
に
従

い
、
そ
の
際
は
政
務
活
動

費
の
請
求
を
行
わ
ず
、
適

切
に
対
応
す
る
。

る
こ
と
を
や
め
な
い
こ
と

で
あ
る
。

家
事
や
育
児
に
お
い
て

も
変
化
し
続
け
て
い
る

が
、
職
場
や
学
習
に
至
る

す
べ
て
が
変
化
し
て
い

る
。無

形
資
産
や
有
形
資

産
、
健
康
・
活
動
資
産
、

生
産
性
資
産
、
変
身
資
産

等
を
大
い
に
生
か
し
、
自

分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

歳
（
人
生
後
半
期
）

50
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
捉

え
、
人
生
前
半
の
栄
光
（
失

敗
）
を
引
き
ず
ら
ず
、
無

償
や
有
償
に
か
か
わ
ら
ず

仕
事
で
社
会
に
関
わ
る
。

本
当
に
好
き
な
こ
と
・

得
意
な
こ
と
、
そ
し
て
何

よ
り
若
者
や
他
者
に
対

し
、
サ
ム
・
マ
ネ
ー
（
若

い
人
と
競
争
す
る
の
で
は

な
く
、
お
金
や
知
識
、
ス

キ
ル
を
投
資
）
を
行
う
。

他
者
に
し
が
み
付
か

ず
、
一
人
で
過
ご
す
時
間

を
楽
し
み
、
過
大
な
期
待

を
せ
ず
に
過
ご
す
こ
と
で

あ
る
。

高
齢
者
の
品
格
を
、
こ

鶴
岡
市
中
央
公
民
館
女

性
セ
ン
タ
ー
開
館

周
年

40

記
念
講
演
会
が

日
、
中
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央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。講

師
に
坂
東
眞
理
子
氏

（
昭
和
女
子
大
学
理
事
長

・
総
長
）
を
迎
え
、Wo

m
e

n
B
e
A
mb
it
iou

s
!

女

性
よ
、
大
志
を
い
だ
こ

う
！
と
題
し
、
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

人
生
１
０
０
年
と
言
わ
れ

る
こ
の
時
代
に
、
女
性
自

身
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

こ
の

年
間
で
女
子
の

40

地
位
は
向
上
し
た
か
の
様

に
見
え
る
が
、
世
界
的
に

は
１
４
６
か
国
中
１
１
６

位
と
、
ま
だ
ま
だ
及
ん
で

い
な
い
。

女
性
の
中
に
「
ど
う
せ

女
性
だ
か
ら
」
「
も
う
年

だ
か
ら
」
と
、
無
意
識
の

偏
見
を
い
だ
い
て
い
る
。

女
性
自
身
が
自
覚
し
、

呪
い
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
自
己

改
革
を
す
す
め
、
挑
戦
す

れ
ま
で
の
“
あ
い
う
え
お

”（
諦
め
る
）（
い
じ
わ
る
）

（
鬱
）（
遠
慮
）（
落
ち
こ

ぼ
れ
）
で
な
く
、
“
か
き

く
け
こ
”（
感
動
・
感
謝
）

（
機
嫌
よ
く
）（
工
夫
）（
健

康
）（
貢
献
・
交
流
）
で
、

自
分
の
利
益
だ
け
を
追
求

せ
ず
、
自
分
の
未
熟
な
部

分
を
成
長
さ
せ
よ
う
。

人
生
後
半
の
３
カ
条
と

し
て
、

①
新
し
い
こ
と
を
始
め
る

こ
と
で
、
新
た
な
「
新
友
」

を
作
る
べ
し
。

②
ベ
ス
ト
で
な
く
、
ベ
タ

ー
を
目
指
す
（
ベ
タ
ー
・

サ
ン
・
ナ
ッ
シ
ン
グ
、
ゼ

ロ
よ
り
も
ま
し
）

③
「
き
ょ
う
よ
う
」
と
「
き

ょ
う
い
く
」
を
持
つ
べ
し

（
今
日
用
が
あ
る
こ
と
・

今
日
行
く
所
を
積
極
的
に

自
ら
作
る
こ
と
）
で
、W

o

me
n

B
e

Am
bi
tio

us
!

女
性
は
大
志
を
い
だ
こ

う
！
と
し
て
講
演
を
終
え

ま
し
た
。

参
加
者
約
４
０
０
人
か

ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
あ

り
ま
し
た
が
、
男
性
も
多

く
参
加
す
れ
ば
、
男
女
共

同
参
画
が
よ
り
一
層
進
む

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。

坂
本
昌
栄
議
員
が
参
加

し
ま
し
た
。


